
スタディーサポートの個人成績票を返却しました 

３／２３（月）に実施したスタディーサポートの個人成績票を返却しました。 

中学時代の学習内容の定着と学習習慣のバランスを測定する診断テストであり、高校生活をス

タートするにあたり、様々な角度から一人ひとりの「強み」と「課題」を分析しています。気に

なる点については、面談の際に担任よりアドバイスをします。 

先日の１日研修で話をしましたが、高校では「予習」「授業」「復習」のサイクルに基づいた、 

自分に合った学習方法を確立させることが必須です。高校生としての生活リズムを早く作って欲

しいと思います。 

 

土曜学習会始まる 

４／２５（土）に第１回目の土曜学習会を実施しました。本校は１，２年生は全員参加で国・

数・英の講習を設定しています。１回につき９０分×２コマで実施しています。 

 

土曜学習会のねらい 

① 設定された９０分授業で、日々の授業では扱えない問題の演習と解説を通して、その教科

の内容や学習方法について理解を深める。 

② １科目あたりの試験時間が長い大学入試を想定し、長時間の学習に耐えうる集中力を養う。 

 

なお、土曜学習会実施日の午後は自習室（２３５教室）も開放しています。 

 

５／７（木）遠足を実施します（雨天でも実施） 

行き先：京都府立丹波自然運動公園 

移動手段：貸し切りバス（片道約１時間） 

集合  ：9:10  南陽高校（バス内）   

解散予定：16:30 南陽高校 

内容：オリエンテーリング、学年レクリエーション 

    クラスレクリエーション    ＊雨天の場合は内容を変更することもあります 

 

「学年・クラスの交流を図るために、学年・クラス単位の取組を設定して欲しい」という 

生徒会からの要望もあり、今年度は５月７日に全学年で遠足を実施することになりました。 

１年生はこの機会に、同じクラスや他のクラスの人達とも交流を深め親睦を図って下さい。 

 

大型連休を迎えるにあたって 

ゴールデンウィークが近づいてきました。今年度は５／２～６が５連休となります。 

連休明けには遠足があり、それが終わると中間試験前となります。連休中の５／５が試験２週

間前です。自分をコントロールし、連休を計画的に過ごすことが、最初の定期試験で好スタート

を切るために必要なことだと考えています。 

 

連休を過ごすポイント 

＊ 「３点固定」を意識する。 ３点＝「学習開始時間」「就寝時間」「起床時間」 

＊ 連休が始まる前日、すなわち５／１の夜の過ごし方が大切。 

＊ 学習は各教科のバランスを意識する。連休中の課題を中心に 国・数・英は毎日１時間 

勉強する（各教科からの課題は下表の通り）。課題が終了したら、中間試験に向けた学習を。 

＊ 答え合わせを「〇付け」だけに終わらせない。間違った問題をやり直してこそ力になる。 

 

 連休中の課題 

  課題 試験日 

国語 『 絵 仏 師 良 秀 』  動 詞 の 活 用 復 習 プ リ ン ト （ 一 枚 ）                    

問題集「LT現代文」①、②                            

なし 

数学 全体として特別な課題は設定せず、連休明けに日頃の週テストを実施する。    

 （ サ ク シ ー ド ８ ～ 10 ペ ー ジ 分 ）                                         

自習教材としてチャートの問題を指示する。 

通常の 

小テスト 

英語 英語表現Ⅰの授業確認テストを実施する。 

教科書「Vision Quest English Expression Ⅰ」 

Ｐ６～７、Ｐ１０～１３、Ｐ１８～１９ 

ワークブック「Vision Quest English Expression Ⅰ WORKBOOK」Ｐ４～９、 

Ｐ１２～１５ 

5月 8日（金） 

理科 化 学 ： 中 間 試 験 対 策 と し て ワ ー ク ５ ， ６ ペ ー ジ                      

生物：なし 

なし 

                       ＊地歴・公民科からは特にありません 

今後の予定 

５／１（金） 1年保護者進路説明会、クラス懇談会 

   ７（木） 遠足 

   ９（土） 土曜学習会 

   11（月） 月曜朝礼 

   13（水） 生徒会役員改選 

   19（火）～22（金）中間試験   22日試験終了後 科目登録説明会（文理選択） 

   27（水） 進路 LHR（進路適性検査の結果返却） 

    30（土） 土曜学習会 

６／５（金） キャリア教育講演会（文理選択に向けて） 
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